
都
議
会
自
民
党
が
２
０
１
９

年
と
２
０
２
２
年
に
開
催
し
た

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
所

属
議
員
・
元
都
議
ら
が
、
ノ
ル

マ
を
超
え
た
分
は
収
支
報
告
書

に
記
載
せ
ず
各
都
議
等
の
手
元

に
残
す
「
中
抜
き
」
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
鈴
木
区
長
は
２
０

１
９
年
は
落
選
中
で
東
京
都
議

会
自
民
党
政
策
参
与
と
し
て
活

動
、
２
０
２
２
年
は
自
民
党
東

京
都
議
会
議
員
六
期
目
。
パ
ー

テ
ィ
ー
券
の
不
記
載
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑

念
を
も
た
れ
な
い
よ
う
、
パ
ー

テ
ィ
ー
券
の
収
入
、
購
入
者
は

個
人
・
企
業
・
団
体
・
政
治
団

体
そ
れ
ぞ
れ
何
枚
か
、
区
民
へ

の
説
明
責
任
を
求
め
ま
し
た
。

大
田
区
は
地
方
自
治
体
の
役

割
で
あ
る
住
民
の
福
祉
の
向
上

の
た
め
の
予
算
編
成
が
必
要
で
、

異
常
な
物
価
高
騰
が
続
き
、
賃

金
も
年
金
も
物
価
高
騰
に
見
合
っ

て
い
な
い
中
、
区
民
と
中
小
事

業
者
の
支
援
の
予
算
が
必
要
で

す
。
以
下
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
。

▼
区
長
に
一
刻
も
早
く
被
爆
者

の
方
々
と
会
っ
て
思
い
を
受
け

と
め
、
と
も
に
非
核
の
世
界
を

目
指
す
懇
談
を
開
催
し
、
そ
の

場
に
は
多
く
の
区
民
も
参
加
す

る
「
（
仮
称
）
非
核
平
和
の
集

い
」
を
開
催
す
る
こ
と
。

▼
産
業
経
済
費
の
予
算
に
つ
い

て
は
物
価
高
騰
等
で
倒
産
・
廃

業
が
増
加
し
て
い
る
中
、
産
業

の
ま
ち
未
来
基
金
は
区
内
の
中

小
事
業
者
に
活
用
す
る
こ
と
、

中
小
企
業
融
資
基
金
55
億
円
を

廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
。

▼
１
月
28
日
に
発
生
し
た
埼
玉

県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
は
、

汚
水
が
集
ま
り
下
水
処
理
場
に

つ
な
が
る
太
い
管
路
で
発
生
し

ま
し
た
。
森
ケ
崎
水
再
生
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
大
田
区
内
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
路
面
下
空
洞
調
査
委
託
」
を

大
幅
に
拡
充
し
て
緊
急
に
区
内

全
域
の
道
路
の
路
面
下
空
洞
調

査
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

保
育
士
人
材
確
保
及
び
定
着

に
か
か
る
支
援
の
最
大
の
課
題

は
、
保
育
士
の
働
き
方
と
人
手

不
足
、
低
賃
金
の
改
善
で
す
。

▼
離
職
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

「
保
育
士
応
援
手
当
」
を
復
活

す
る
こ
と
。

▼
区
は
「
調
査
」
に
よ
り
訪
問

介
護
の
人
手
不
足
を
把
握
し
て

い
る
の
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
施
策
を
行
う
の
か
示
す
こ

と
。

▼
世
田
谷
区
の
よ
う
な
事
業
所

支
援
の
実
施
と
、
東
京
都
の
介

護
職
員
手
当
を
大
田
区
も
活
用

し
て
実
施
す
べ
き
と
求
め
ま
し

た
。性

暴
力
事
件
、
痴
漢
等
々
の

事
件
が
相
次
い
て
い
ま
す
。
こ

と
に
小
中
学
校
に
お
い
て
は
文

科
省
に
よ
る
「
命
の
安
全
教
育
」

に
加
え
、
包
括
的
性
教
育
を
進

め
る
立
場
に
立
つ
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

新
空
港
線
計
画
の
今
後
の
推

移
は
不
透
明
で
す
。
多
額
の
税

金
が
注
が
れ
、
区
民
の
多
く
は

利
用
し
な
い
、
多
摩
川
線
蒲
田

駅
の
地
下
化
で
Ｊ
Ｒ
等
の
乗
り

換
え
が
不
便
に
、
京
急
空
港
線

の
大
混
雑
な
ど
問
題
は
山
積
み

で
あ
り
、
経
済
波
及
効
果
の
根

拠
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
。

新
空
港
線
整
備
及
び
ま
ち
づ

く
り
資
金
積
立
基
金
へ
の
積
立

金
は
新
年
度
予
算
で
は
約
10
億

円
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
物
価

高
騰
で
暮
ら
し
も
営
業
も
逼
迫

し
て
い
る
区
民
、
中
小
企
業
へ

の
支
援
こ
そ
必
要
で
す
。
新
空

港
線
計
画
は
中
止
し
、
約
１
１

８
億
円
と
な
る
積
立
金
は
区
民

の
た
め
に
使
う
べ
き
で
す
。

(１)２０２５年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.３１２

長引く物価高騰から区民の
くらし、営業を守る新年度予算に

第1回定例議会・予算特別委員会 2月14日～3月26日

区
民
の
声
を
届
け
、
願
い
実
現
へ

代
表
質
問

清
水

菊
美
議
員

日本共産党大田区議団
（略称：党区議団）

大田区蒲田5-13-14

TEL 03-5744-1477

FAX 03-3730-3447

ご意見、

ご要望を

お寄せ下

さい。

村石まい子 すがや郁恵 杉山こういち 佐藤 伸 清水菊美
地域産業委員 まちづくり環境委員 政調会長／こども文教委員 幹事長／健康福祉委員 団長／総務財政委員

防災安全対策特別委員 防災安全対策特別委員 羽田空港対策特別委員 交通政策調査特別委員 シティプロモーション・スポーツ調査特別委員

TEL 3742-2936 TEL 3768-5844 TEL 3730-3480 TEL 3298-6362 TEL 090-3342-3001

議会日程（案）

５月

26日（月）臨時会第１日

27日（火）臨時会第２日

＊各委員会などの役職を決

めます

６月

６日（金）請願・陳情締切

18日（水）定例会第１日

代表質問 杉山議員

19日（木）定例会第２日

一般質問 すがや議員

23日（月）常任委員会

24日（火）常任委員会

26日（木）特別委員会

30日（月）定例会第３日

請願・陳情をお寄せください。

傍聴にお越しください

（ＹｏｕＴｕｂｅ配信もあります）。

政
治
資
金
問
題
に
お
け
る

信
頼
回
復
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

保
育
・
介
護
の

人
材
確
保
を

人
権
の
視
点
か
ら
学
ぶ

包
括
的
性
教
育
に
つ
い
て

新
空
港
線
計
画
に
つ
い
て

法律相談のご案内
党区議団顧問弁護士による法律相談です。

お気軽にご利用ください。

５月 ８日(木) 午後１時より
５月２２日(木) 午後１時より

場所 日本共産党大田区議団控室

(大田区役所10階) ℡5744-1477

予約制です。前日までにお電話ください。



２０２５年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ「日本共産党大田区議団」で検索 No.３１２（２）

大田のものづくりの灯を消すな
中小企業支援の大幅な拡充を

●仕事確保職員（7000万円）
一人で経営する小規模事業者に仕事を

確保するための職員を配置

●工場家賃支援（3億円）
月5万円×500社

●ものづくり経営革新緊急助成（2億7500万円）
計画策定支援5万円×500社、

計画実施支援50万円×500社

●中小事業者の後継者支援（4億円）
200万円×200人

●商店リニューアル助成（3億5000万円）

教育費無償化の支援 さらに拡充を
●保育士応援手当削減分の復活 （1億7552万円）

保育士の人材確保と定着のためにも月1万円の応援手当の復活

●幼稚園教諭応援手当（9600万円）
保育士と同じように幼稚園教諭にも月1万円の応援手当を支給

●認可保育園0～2歳児の保育料無償化（9195万6000円）
0～2歳児の無償化を行い、全ての保育料を無償に

●子どものインフルエンザワクチン助成（1億177万3000円）
現在15歳まで一部助成されている助成を18歳までの全額補助に

●入学祝金（5億6350万円）
小学校入学25000円、中学校入学35000円、高校入学50000円を全ての子ど

もに支給

●小・中学校教材費無償化（7億6308万1000円）

●小・中学校校外授業・移動教室・修学旅行

費用助成（7億4005万4000円）
給食費無償化に続いて23区内でも広がっている教材

費校外学習費の無償化を大田区でも

●子育て世帯向け家賃助成（1億2000万円）
月5万円を200世帯へ

みなさんの要求が実現できます
日本共産党大田区議団が提案

区民の理解が得られない
新空港線計画は白紙撤回を

●新空港線及びまちづくり資金積立基金積立金の

廃止（10億3574万5000円）

●新空港線の整備促進事業の廃止

（4535万9000円）
毎年１０億円ずつ積み立て、現在約１１

８億円になっている積立金は廃止して、区

民の必要なところに回すべきです。

防災対策は待ったなし
●感震ブレーカー支給取付

事業拡充（1億円）
300世帯から1万世帯に抜本的拡充

●非課税世帯を対象とした防災

備蓄品の支給拡充

（3億3600万円）
1世帯7000円

だれもが安心して暮らせる
大田区にするために

●特別養護老人ホーム建設費整備助成

（14億8384万5000円）
特養ホーム3か所（300床）ショートステイ（30床）

●高齢者医療費助成（19億7447万円）
高齢者の外来窓口負担を半額にする

●補聴器購入助成（2080万8000円）
現在の35000円から137000円に引き上げる

●在宅介護応援手当（23億1864万円）
要介護3以上で在宅で寝たきりの方の介護者へ

月2万円

●寿祝金支給復活（1164万9000円）
前年度廃止された88歳の方への3000円の祝金を復活

●高齢者インフルエンザワクチン費用助成

（2億225万円）
前年度と同様に無料にするため1回2500円補助

●精神障害者2級手当（1億6858万8000円）
支給のない2級障害者へ月4500円

●公園トイレの洋式化（4000万円）
100か所のトイレ改修

●非課税高齢者対象エアコン購入・設置助成

（2000万円）
1世帯10万円を200世帯に



２
０
２
５
年
度
予
算
は
、
耐

震
改
修
・
工
事
費
用
助
成
、
５

歳
児
検
診
の
拡
充
な
ど
評
価
す

る
施
策
も
あ
り
ま
す
が
、
次
の

点
で
反
対
し
ま
し
た
。

●
長
引
く
物
価
高
騰
か
ら
区
民

生
活
や
区
内
中
小
企
業
な
ど
の

事
業
活
動
を
守
る
た
め
の
区
独

自
の
施
策
が
不
十
分
な
こ
と

●
防
災
対
策
や
保
育
人
材
確
保
、

介
護
施
設
拡
充
対
策
な
ど
区
民

が
求
め
る
施
策
が
不
十
分
、

「
受
益
者
負
担
」
の
名
の
も
と

に
多
く
の
公
共
施
設
使
用
料
を

値
上
げ
す
る
こ
と

●
新
空
港
線
計
画
を
強
引
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

●
一
層
の
民
営
化
と
区
職
員
の

非
正
規
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い

る
こ
と

ま
た
、
大
田
区
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
は
、
高

す
ぎ
る
国
保
料
に
対
す
る
住
民

の
批
判
が
高
ま
り
、
値
下
げ
と

な
る
た
め
、
賛
成
し
ま
し
た
が
、

更
な
る
値
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
区
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
、
請
願
・
陳
情
16
件
が

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
１

件
は
取
り
下
げ
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求
め
る

陳
情
な
ど
３
件
は
継
続
審
査
と

な
り
、
残
り
12
件
は
す
べ
て
不

採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情

審
査
結
果

第1回定例議会で2025年度予算審議が行われまし

た。

日本共産党大田区議団は５名の連名で、区民の

くらしと中小企業の営業を応援するために「予算

の編成替えを求める動議」を予算特別委員会に提

出しました。総額では95億1004万円となりました。

当初予算約3527億円のわずか2.7％で実現できます。

しかし、党区議団以外は反対し、否決されました。

その後行われた定例議会最終日（3月26日）本会

議には、議員の海外視察と費用弁償の削減にしぼ

り、予算の編成替え提案をしましたが、賛同が得

られず否決されました。

党区議団は、引き続き区民の願い実現のために

全力で取り組んでまいります。

新年度予算 わずか2.7％の見直しで
2025年度予算組み替えを

(３)２０２５年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.３１２

件名 結果
共
⑤

自
⑮

公
⑪

つ
⑥

立
④

維
③

フェ

①
れ
①

無
①

子
①

未
①

国
①

大田区議会におけるハラスメント撲滅条例又
はガイドラインの策定等を求める陳情

不採択 ○

× × ×

○

× ×

○

× × × ×

平和の森公園及び下丸子公園の庭球場の利用

時間に関する陳情
不採択 ○

× × ×

○

× ×

○

× × × ×

平和の森公園庭球場のベンチの屋根の設置に

関する陳情
不採択 ○

× × × × ×

○

× × × × ×

国に対し、対外的情報省を設立、横田基地空

域の航空管制返還の意見書に関する陳情
不採択

× × × × × × × × × × × ×

日本政府に核兵器禁止条約に参加・署名・批

准を求める意見書の提出についての請願
不採択 ○

× × × × ×

棄権 ○

× × × ×

新ルート・Ｂ滑走路西向き離陸機騒音の羽田

小学校内での継続した再調査を願う陳情
不採択 ○

× × × × ×

○

×

○

× × ×

大田区公文書に元号と西暦の併記を求める陳

情
不採択 ○

× × × × ×

○ ○

× × × ×

新空港線（蒲蒲線）計画着工を一旦見合わせ

ることを求める陳情
不採択 ○

× × ×

○

×

○

× × × × ×

物価高騰に見合う生活保護基準引き上げを国

に求める意見書提出の陳情
不採択 ○

× × ×

○

×

○ ○

× × × ×

訪問介護の基本報酬引き上げ等を求める意見

書の提出を求める請願
不採択 ○

× × ×

○

× ×

○

× × × ×

保育園栄養士の子女の保育園入園に関する陳

情
不採択 ○

× × × × × ×

○

× × × ×

すべての子どもたちがすこやかに育つ大田区

をめざすための請願
不採択 ○

× × × × × × × × × × ×

共…日本共産党大田区議団、自…自由民主党大田区議団・無所属の会、公…大田区議会公明党、つ…つばさ大田区議団、

立…立憲民主党大田区議団、維…日本維新の会大田区議団、フェ…フェアな民主主義、れ…OTAれいわ新選組、無…おおた

で生きる無所属、子…大田子ども防災会、未…区民とつくる未来、国…大田区議会国民民主党。

丸数字は所属議員数

議員の海外視察に税金を使うのは
やめるべき

●セーラム市、中国北京市朝陽区・大連市親善訪問、

海外区政施策調査の中止（3510万6000円）
23区で大田区のみ実施。毎年多額の予算をかけて同じ都

市へ多くの議員が親善訪問すること

や、区民に還元されない区政施策調

査を行うことは区民の理解が得られ

ないので中止を。

●費用弁償（日額旅費）の廃止

（1048万2000円）
委員会や議会で登庁するときに交通費として支給される

一日当たり3000円は区民の生活感覚からかけ離れていま

す。他区では、実費支給や廃止となっています。

区
民
の
願
い
実
現
に

不
十
分
な
予
算
に
反
対

総額95億1004万円



予
算
特
別
委
員
会
で
党
区
議

団
を
代
表
し
て
の
総
括
質
疑
と

し
め
く
く
り
総
括
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

〇
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、

憲
法
に
規
定
さ
れ
た
義
務
教
育

の
無
償
化
の
実
践
の
た
め
に
も
、

他
区
で
の
学
用
品
の
無
償
化
な

ど
教
育
分
野
で
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

〇
子
ど
も
の
人
権
が
保
障
さ
れ

る
学
校
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

は
、
人
権
や
子
ど
も
の
権
利
条

約
の
視
点
で
各
学
校
の
校
則
の

見
直
し
や
教
育
委
員
会
と
し
て

通
知
を
出
し
改
善
を
促
す
よ
う

求
め
ま
し
た
。
小
中
学
校
全
校

の
ト
イ
レ
の
個
室
に
生
理
用
品

を
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

〇
異
常
な
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
、
部
を
横
断
す
る
組
織
を
区

役
所
内
に
設
置
し
、
施
策
を
検

討
・
実
施
す
る
こ
と
や
、
区
内

中
小
事
業
者
に
直
接
支
援
を
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

〇
こ
の
間
、
新
空
港
線
・
蒲
蒲

線
計
画
で
大
田
区
の
推
計
し
た

経
済
波
及
効
果
を
発
表
し
、
新

空
港
線
整
備
が
区
内
に
も
た
ら

す
経
済
効
果
は
「
整
備
10
年
後

に
は
約
５
７
０
０
億
円
」
と
宣

伝
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

昨
年
の
決
算
委
員
会
で
質
問
し

た
時
に
は
、
経
済
効
果
の
根
拠

と
な
っ
た
数
字
な
ど
が
ほ
ぼ
黒

塗
り
だ
っ
た
資
料
が
、
そ
の
後

に
区
民
が
黒
塗
り
箇
所
の
開
示

を
求
め
る
審
査
請
求
を
行
い
、

ほ
ぼ
資
料
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
数
字
、
デ
ー
タ
が

い
い
か
げ
ん
な
推
計
を
元
に
算

出
さ
れ
て
い
る
事
を
追
及
し
ま

し
た
（
下
表
参
照
）
。
区
は
、

「
経
済
効
果
の
算
出
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
具
体
的
な
計
画
や

設
計
に
至
っ
て
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
他
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
算
出
し
ま
し
た
」
と
認
め
る

答
弁
を
し
ま
し
た
。

〇
応
援
手
当
を
復
活
し
５
年
以

上
経
験
者
に
も
月
１
万
円
支
給

す
る
こ
と
、
区
立
保
育
園
保
育

士
の
処
遇
改
善
す
る
こ
と
、
中

等
度
失
聴
・
難
聴
者
18
歳
か
ら

64
歳
の
補
聴
器
補
助
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

〇
ま
た
、
京
急
平
和
島
駅
東
側

横
断
歩
道
の
改
善
と
平
和
島
駅

外
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を
早

急
に
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

〇
区
立
小
学
校
の
プ
ー
ル
シ
ェ

ア
は
見
直
し
、
暑
さ
対
策
を
行

う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

〇
夏
の
酷
暑
に
対
す
る
高
齢
者

の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
物

価
高
騰
の
中
で
低
所
得
者
世
帯

が
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
電
気
代

へ
の
助
成
及
び
エ
ア
コ
ン
購
入
・

設
置
費
助
成
、
故
障
し
て
い
る

エ
ア
コ
ン
の
修
理
代
助
成
を
求

め
ま
し
た
。

〇
ま
た
、
鉄
道
駅
の
ホ
ー
ム
ド

ア
未
設
置
駅
に
た
い
し
て
早
急

に
転
落
防
止
対
策
・
ホ
ー
ム
ド

ア
の
設
置
（
梅
屋
敷
、
雑
色
、

六
郷
土
手
、
糀
谷
、
大
鳥
居
、

穴
守
稲
荷
、
天
空
橋
、
Ｊ
Ｒ
蒲

田
駅
２
・
３
番
ホ
ー
ム
）
を
求

め
ま
し
た
。

〇
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

で
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
新
整
備

場
駅
に
ホ
ー
ム
と
改
札
フ
ロ
ア
ー

を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
上
下

線
）
２
機
の
設
置
と
池
上
線
千

鳥
町
駅
及
び
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
ト
イ
レ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
め
ら

れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
「
羽
田
の
防
災
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
に
対
し
て
、
不
燃
化
促

進
事
業
は

25
年
度
で
終
わ
ら

せ
ず
引
き
続
き
行
い
、
不
燃
化

助
成
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

〇
大
田
区
が
国
や
都
の
政
策
を

元
に
策
定
し
た
「
高
台
ま
ち
づ

く
り
政
策
」
の
中
に
は
、
多
摩

川
の
堤
防
を
ス
ー
パ
ー
堤
防
の

よ
う
に
大
き
く
作
り
変
え
る
計

画
も
入
っ
て
い
ま
す
。
住
民
に

き
ち
ん
と
情
報
を
知
ら
せ
、
意

見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。

〇
不
登
校
が
近
年
で
は
毎
年
約

５
万
人
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

通
常
学
級
で
も
安
心
し
て
子
ど

も
た
ち
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

支
援
の
手
を
増
や
す
こ
と
や
少

人
数
学
級
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
を
国
や
都
に
求
め
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

〇
大
田
区
の
独
自
教
科
「
お
お

た
の
未
来
づ
く
り
」
は
、
他
の

授
業
へ
の
し
わ
寄
せ
や
教
員
の

負
担
増
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
の

で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
す
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

２０２５年４月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ「日本共産党大田区議団」で検索 No.３１２（４）
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議
員

杉山こういち議員

消費項目 今回 2015年 差額

建設費 1360.0 1080.0 280.0

整備費 1199.8 0.0 1199.8

定住人口増加の消費支出 13.3 0.0 13.3

事業所による増加する従業者の消費支出 172.8 0.0 172.8

交通費 93.2 130.7 -37.5

飲食費 73.3 91.1 -17.8

買物代 46.5 64.8 -18.3

娯楽当サービス・その他 28.8 32.0 -3.2

合計 2987.7 1398.6 1589.1

新空港線（蒲蒲線）大田区における直接効果の金額比較
（単位：億円）

出）区の資料を元に作成

新空港線（蒲蒲線）とは関

係なく進められる駅周辺道

路と駅前広場等整備費（駅

周辺の市街地再開発やビル

建替えも含む）などを新空

港線の経済波及効果に新た

に含めるようにした結果、

直接効果額が２倍以上に


